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東
庄
町
植
物
防
疫
協
会
は
令
和
５
年
７
月
20
日
21
日
22
日
の

３
日
間
に
、
町
内
の
水
田
３
５
１
ha
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
水
稲
病
害
虫
一
斉
防
除
（
農
薬
空
中
散
布
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
で
は
、
営
農
組
合
等
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
農
薬
散
布
も
、

約
２
０
０
ha
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
国
際
ド
ロ
ー
ン
協
会
に
よ
り
ま
す
と
、「
東
庄

町
の
散
布
面
積
は
群
を
抜
く
日
本
一
で
あ
り
、
国
が
東
庄
町
の
取

組
み
に
大
い
に
注
目
し
て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
す
。

令
和
６
年
度
の
散
布
に
向
け
て
、
一
般
社
団
法
人
国
際
ド
ロ
ー

ン
協
会
は
、
１
月
15
日
に
町
内
の
水
田
に
お
い
て
実
証
実
験
を
公

開
し
、
東
庄
町
長
、
町
農
委
会
長
他
が
見
守
る
中
で
、
最
新
鋭
の

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
実
演
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

安
全
性
・
効
果
確
実
性
・
コ
ス
ト
面
等
に
お
い
て
「
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
水
稲
病
害
虫
一
斉
防
除
」
へ
の
期
待
が
よ
り
一
層
、
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

東
庄
町

全
国
１
位

ド
ロ
ー
ン
農
薬
空
中
散
布
面
積

東
庄
町

全
国
１
位

ド
ロ
ー
ン
農
薬
空
中
散
布
面
積

東
庄
町

全
国
１
位
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地
域
計
画
に
想
う

研
修
会
に
参
加
し
て

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

会
　
長

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

岡
野
　
　
豊

鈴
木
　
節
子

宮
澤
　
秀
樹

農業委員会憲章
　私たち農業委員会は、農業・農村
を守り、その健全な発展に寄与する
ため、法令遵守と高い倫理観を持ち、
農業委員と農地利用最適化推進委員
が一体となって、以下の憲章を遵守す
ることを誓います。
一、農業委員会は、
農業・農村の代表として、食料・
農業・農村基本計画の実現に努め、
国民の期待と信頼に応えます。

一、農業委員会は、
食料の自給率と自給力を維持・向
上させるため、適正な農地行政に
努め、優良農地の確保と効率利用
を進めます。

一、農業委員会は、
農地利用の最適化をめざし、
担い手への農地利用の集積・
集約化・遊休農地の発生防止・解
消、新規参入の促進に努めます。

一、農業委員会は、
認定農業者や新規参入者等の意欲
ある担い手の育成・確保と経営支
援を強化し、農業・農村の持続的
発展に努めます。

一、農業委員会は、
暮らしと経営に役立つ情報の収
集・提供に努め、活力ある農業と
農村社会をめざします。

農業委員会憲章 東庄町農業委員会委員東庄町農業委員会委員東庄町農業委員会委員
任 期 R４.４.１～R７.３.31

上
が
り
続
け
る
経
費
、
据
え
置
き
の
売
値
。

花
業
界
の
構
造
が
出
来
上
が
り
、
同
業
者
か
ら
良
い
話
が
聞
け
な
く
な
っ
て
二
十

年
以
上
が
た
つ
。

人
農
地
プ
ラ
ン
・
地
域
計
画
の
話
を
は
じ
め
て
知
っ
た
感
想
は
、
と
う
と
う
こ
こ

ま
で
来
た
か
、
こ
の
先
農
家
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
。

何
と
も
言
え
な
い
不
安
と
、
少
し
の
期
待
。
小
座
地
区
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

が
間
も
な
く
終
わ
る
。

個
々
の
実
情
、
希
望
等
々
を
理
解
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
将
来
を
じ
っ
く
り
話

し
合
っ
て
み
た
い
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
な
り
、
ま
も
な
く
２
年
に
な
り
ま
す
。
先
日
、
ブ

ロ
ッ
ク
別
合
同
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
委
員
と
し
て
、
果
た
す
べ
く
役
割
や

連
携
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
農
地
が
自
分
だ
け
で
な
く
地
域
の
宝
で
あ
り
、
続

け
る
た
め
に
も
遊
休
農
地
等
の
有
効
活
用
に
目
を
む
け
、
身
近
な
話
題
と
し
て
話
せ

る
環
境
づ
く
り
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
な
っ
て
、
早
い
も
の
で
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
さ
て
、
近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
・
耕
作
放
棄
地
問
題
等
、
色

ん
な
事
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
推
進
委
員
と
い
う
立
場
か
ら
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
合
っ
て
、
少
し
で
も
耕
作
放
棄
地

を
減
ら
せ
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

氏　名 担　当　地　区 役　職

農　

業　

委　

員

向後　友秋 大久保・舟戸・稲里ファーム 農地部長

菅谷　耕一 小貝野・平山・本郷

向後みどり 大木戸（ＪＲ南側） 広報部長

根本美津江 宿浜 研修部長

保立　　守 石出・東今泉 農政部長

江波戸敏雄 宮本・東今泉

多田　澄江 今郡・羽計

岡野　　均 仲宿・下宿・東開 副会長

岡野　　豊 小座 会長

押山　長司 八幡・浜宿・西・八重穂

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

岡田　勝巳 神田・稲荷入・東和田

飯田　　昇 平台・大友・高部・八木山

常世田元雄 根方・仲内

保科　耕一 菰敷・新田・鹿野戸

林　美佐子 大木戸（ＪＲ北側）

常世田　寛 新宿・石ファーム

小林　光雄 青馬・谷津

鈴木　節子 御園・上宿・北宿

鈴木　孝一 粟野

宮澤　秀樹 船場・西替地・東替地
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農
業
委
員
会
で
は
、農
地
法
に
基
づ
き
、

毎
年
全
農
地
の
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
「
遊
休
農
地
の
実

態
把
握
と
発
生
・
防
止
・
解
消
」お
よ
び「
農

地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
対
策
」
に
取
り

組
み
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
町
内
全
農
地
２
１
７
０

ha
を
調
査
し
た
結
果
、
１
７
８
ha
の
遊
休

農
地
を
把
握
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
地
権
者
へ

「
利
用
意
向
調
査
」
を
行
い
、
遊
休
農
地
の

解
消
・
農
地
の
有
効
利
用
等
を
図
り
ま
す
。

農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

相続した土地について、「遠くに住んでいて利用する予定がない」、「周
りの土地に迷惑がかかるから管理が必要だけど、負担が大きい」といった
理由により、土地を手放したいというニーズが高まっています。
このような土地が管理できないまま放置されることで、将来、「所有者
不明土地」が発生することを予防するため、相続又は遺贈によって土地
の所有権を取得した相続人が、一定の要件を満たした場合に、土地を手
放して国庫に帰属させることを可能とする「相続土地国庫帰属制度」が
創設され、令和５年４月27日から開始しています。
また、令和６年４月１日から相続登記の申請が義務化されます。
詳しい情報は、法務省のホームページをご覧ください。

農地の除草作業を頼みたい方、ご相談ください。
一般社団法人東庄町シルバー人材センター

（膝丈くらいまでの草に限ります）

あっせん委員
（農業委員・推進委員）

による個別マッチング
東庄町農業委員会（☎86-6079）へ

お気軽にご相談ください。

農地の担い手
●経営規模を拡大したい。
●新規就農・参入したい。
●分散した農地をまとめたい。

農地の出し手
●高齢で農作業ができない。
　後継者もいない。
●相続した農地を売りたい。

東庄町農地移動適正化あっせん事業

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
遊
休
農
地
の
管
理
等
で
お
悩
み
の

方
は
、
担
当
地
区
の
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ま
た
は
、

東
庄
町
役
場
農
政
課
（
☎
８
６
｜
６

０
７
６
）
へ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遊
休
農
地
解
消
緊
急
対
策
事
業

千
葉
県
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
遊
休
農
地
緊
急
対
策

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
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県
内
視
察
研
修
会

校庭の「田んぼ」に５年生児童全員で田植え 田植えの説明を熱心に聞く児童の皆さん

令
和
５
年
５
月
10
日
、
町
教
育
委
員
会

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
農
業
委
員
が
東
庄
小

学
校
５
年
生
（
81
名
）
を
対
象
に
、
田
植

え
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

田
植
え
指
導

東
庄
小
学
校

令
和
５
年
11
月
17
日
に
、
県
内
視
察
研

修
会
を
実
施
し
、
勝
浦
市
「
名
木
木
戸
地

区
土
地
改
良
事
業
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

勝
浦
市
名
木
木
戸
地
区
は
、
平
成
30
年

度
に
千
葉
県
初
の
中
間
管
理
機
構
関
連
基

盤
整
備
事
業
と
し
て
事
業
を
開
始
し
、
基

盤
整
備
工
事
を
実
施
中
で
す
。

近
年
、
東
庄
町
内
に
お
い
て
遊
休
農
地

が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の
農
地
利
用
の

最
適
化
活
動
を
図
る
た
め
、
先
進
地
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。
小
座
地
区
の
農
家
代

表
者
（
５
名
）
も
参
加
さ
れ
、
熱
心
に
説

明
を
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

夷隅農業事務所職員からの説明（勝浦市役所）

第
１
回
県
外
視
察
研
修
会

令
和
５
年
７
月
６
日
か
ら
８
日
に
、
第

１
回
県
外
視
察
研
修
会
を
実
施
し
、
北
海

道
江
別
市
「
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン

北
海
道
支
社
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
ス
ペ
ー
ス
に
は
ヤ
ン

マ
ー
の
最
新
農
業
機
械
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
「
オ
ー
ト
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
や
「
精
密
オ
ー
ト
ス
テ
ア
」
な
ど
、
最

先
端
の
次
世
代
農
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

第
２
回
県
外
視
察
研
修
会

令
和
５
年
12
月
８
日
か
ら
９
日
に
、
第

２
回
県
外
視
察
研
修
会
を
実
施
し
、
静
岡

県
伊
豆
の
国
市
「
農
の
駅
・
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
伊
豆
の
国
」を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
農
産
物
直
売
所
は
韮
山
農
産
物
直

売
組
合
の
会
員
（
３
５
０
名
）
が
生
産
す

る
葉
物
野
菜
・
根
菜
類
・
い
ち
ご
・
椎

茸
・
ト
マ
ト
・
わ
さ
び
等
を
中
心
に
、
豊

富
な
品
ぞ
ろ
え
で
地
元
の
方
々
が
大
勢
来

店
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

農産物直売所「ＪＡグリーンプラザ伊豆の国」
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令
和
５
年
11
月
３
日
開
催
の
第
36
回
東

庄
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
東
庄
産
農
産
物
の

お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
、
コ
カ
ブ
等
を

無
料
で
配
付
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
大
勢
の
方
が
列
を
成
し
て

大
盛
況
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
農
業
委

員
会
と
Ｊ
Ａ
か
と
り
東

庄
地
区
理
事
・
東
庄
町

農
村
ふ
れ
あ
い
塾
の
合

同
事
業
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

ふれあいまつりふれあいまつりふれあいまつりふれあいまつりふれあいまつり

令
和
５
年
10
月
31
日
に
印
西
市
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度
印
旛
・
香
取
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
東
庄
町
か
ら
は
農
業
委
員
９
名
・
推
進
委
員
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
11
月
７
日
に
は
、
青
葉
の
森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
農
業
経

営
力
強
化
・
農
地
集
積
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員
10
名
、
推
進
委
員
４

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
も
に
、
千
葉
県
農
林
水
産
部
や

全
国
農
業
会
議
所
な
ど
の
講
師
か
ら
活
動
に
役
立
つ
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

現状 目標地図

地域計画・目標地図
作成に取り組みます

令和５年４月１日に農業経営基盤強化
促進法が改正され「人・農地プラン」が「地
域計画」として法定化されます。
これにより、目指すべき将来の農地利
用の姿を明確化する「目標地図」の作成
が必要となり、「農地利用の最適化の推進」
の中心役となる農業委員・農地利用最適
化推進委員の積極的な取り組みが、求め
られることになりました。
農業委員会は、関係する皆様のご意見・
ご要望を軸として、活動してまいります
のでご協力をお願いいたします。

地域計画・目標地図
作成に取り組みます

令
和
５
年
９
月
17
日
に
、
東
庄
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
コ
カ
ブ
の
収

穫
体
験
（
主
催
：
東
庄
町
農
村
ふ
れ
あ

い
塾
）
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

１
０
０
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

開
会
式
に
、
農
村
ふ
れ
あ
い
塾
の
押
山

副
会
長
（
農
業
委
員
）
は
「
東
庄
町
は
コ

カ
ブ
の
生
産
量
が
日
本
一
で
す
。
味
が
自

慢
の
コ
カ
ブ
の
収
穫
を
皆
さ
ん
で
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。コカブの収穫体験（東庄ふれあいセンター前）
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東庄町
賃借料
情　報

令和５年1月から12月までに締結
（公告）された賃貸借における賃
借料水準（10a当たり）は、以下
のとおりとなっております。

13,000
18,000
19,800
16,000
18,100

神代地区
笹川地区
橘　地　区
東城地区

（参考）東庄町全域

19,500
20,400
25,000
19,500

8,100
8,800
9,100
10,400

40
219
209
46

平均額
（円）

締結（公告）された
地域名

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（件）

平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（件）

【田（水稲）の部】

9,500
8,000
13,100
19,300
12,600

神代地区
笹川地区
橘　地　区
東城地区

（参考）東庄町全域

9,500
10,000
19,500
20,500

9,500
5,000
8,500
17,800

2
20
14
13

締結（公告）された
地域名

【畑の部】

1　データ数は、集計に用いた賃貸借件数（筆数）である。
2　データの集計にあたり、全体平均値より7割を超えるものは除外している。
3　物納（水稲）による小作料は、1俵当たり13,000円で換算している。

〒289-0692 千葉県香取郡東庄町笹川い4713-131
ＴＥＬ ０４７８－８６－６０７９／ＦＡＸ ０４７８－８６－４０５１

お問い合わせご相談は、
東庄町農業委員会
事務局まで https://www.town.tohnosho.chiba.jp/soshiki/nogyoiinkai/index.html

令
和
６
年
度
農
業
委
員
会
総
会
開
催
予
定
日

開催日時、開催場所は、都合により変更する場合が
ありますので、事務局にお問い合わせください。

■総会開催場所：通常は役場会議室２
■総会開催時間：通常は午後３時より
■総会は公開しています。傍聴を希望の方は事務局まで
　お問い合わせください。

令和６年

令和７年

４月５日㈮
５月９日㈭
６月５日㈬
７月５日㈮
８月５日㈪
９月５日㈭
10月８日㈫
11月６日㈬
12月６日㈮
１月10日㈮
２月５日㈬
３月７日㈮

令和６年

令和７年

３月19日㈫
４月19日㈮
５月20日㈪
６月20日㈭
７月19日㈮
８月20日㈫
９月20日㈮
10月18日㈮
11月20日㈬
12月19日㈭
１月20日㈪
２月20日㈭

総会開催日 申請受付締切日

❖農地法第４条・第５条　農地を農地以外のものに転用する場合
は農地法第４条または第５条の許可が必要です。

❖農地法第３条　耕作目的のために農地を所有権移転したり貸
借する場合は、農地法第３条の許可が必要です。

で老後の生活を
　　安心サポート

農業者年金農業者年金
農業者なら広く加入できる

1
特徴 加入資格▶

★年間60日以上農業に従事する
★国民年金の第1号被保険者（保険料納付免
除者を除く）で、
★20歳以上65歳未満の方
※60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者

積立方式・確定拠出型で
　　　　　　少子高齢時代に強い

2
特徴

★加入者の積み立てた保険料とその運用益を
合わせた額により将来受け取る年金額が事
後的に決まる積立方式・確定拠出型を採用
しています。
★加入者・受給者数の増減に左右されない、
安定した制度です。

通常加入の場合、
　保険料の額は自由に決められる

3
特徴

★月額２万円（35歳未満で政策支援加入の
対象とならない方は１万円）から６万７千
円まで千円単位で選択できます。

終身年金。80歳前に亡くなられた
場合には、死亡一時金を遺族の方に支給

4
特徴

★年金は生涯受給できます。
★仮に加入者・受給者が80歳前に亡くなら
れた場合には、80歳までに受け取るはず
であった農業者老齢年金の額の現在価値に
相当する額がご遺族に死亡一時金として支
給されます。

税制面の優遇措置が大きい

5
特徴 ★支払った保険料は全額（最高額１人当たり

80万４千円）が社会保険料控除の対象に
なります。さらに、同一生計の家族分の保
険料を支払っている場合は、家族分も含め
て控除の対象になります。

政策支援加入なら、
　　　　保険料の国庫補助がある

6
特徴

★一定の要件を満たした意欲ある担い手は最高
１万円の保険料の国庫補助が受けられます。
★国庫補助を受ける場合の保険料は月２万円
に固定されます。

で老後の生活を
　　安心サポート

特徴１の３つの要件を満たせば
どなたでも加入できます


